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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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栃木県足利土木事務所　河川砂防部 2009-01-26 ～ 2009-01-28
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0～0.7m間はφ10～100mmの岩砕
石からなる
0.7m以深は粘土分が多く混じる

含水量が中位で粘性は小さい
細砂,腐植物が混じる

粒径均一な砂を呈す

φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である
φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在

礫間は粗砂により充填され細粒分
の混入は少ない

5.8m付近より砂分が多い

全体に崩壊し易い

粒径均一な砂である
下部は粘土分が多く混じる

φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である

φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在

礫間は粗砂により充填され細粒分
の混入は少ない

7.8m付近若干の逃水あり

φ100～150mm程度の玉石が多く
混じる

含水量がやや多く粘性が大きい
φ2～20mmの礫が混じる
φ10～50mmの円・亜円礫が主体
φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在
12.6m付近に粘土の薄層を挟む

粒径不揃いな砂を呈す
φ5～20mmの円・亜円礫を点在

φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である
φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在
礫間は粗砂により充填され粘土分
を多く混入する
14.8～15.4m間砂分が非常に多い
所どころに粘土の薄層(5cm内外)を
挟む
不規則に逃水する
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粘土混じ
り砂礫
(GS-C)
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非
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φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である
φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在
礫間は粗砂により充填され粘土分
を多く混入する
14.8～15.4m間砂分が非常に多い
所どころに粘土の薄層(5cm内外)を
挟む
不規則に逃水する
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